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安藤　美華代※1
　本研究の目的は，学校運動部活動指導における指導者の心理的負担感と対処について検討するこ
とである。対象は，自己記入式質問票に回答した学校運動部活動指導者96人。質的検討を行った結
果，指導者は，生徒の態度，保護者からのクレーム，指導者自身の指導力不足，同僚の非協力的態
度等を心理的負担に感じていた。生徒や保護者とコミュニケーションを図り信頼関係を構築するこ
と，自己研鑽すること，信頼できる関係者に相談すること等が，対処方略になっていた。心理的負
担感を乗り越えた程度と心理社会的要因の関連を検討したところ，心理的負担感を乗り越えたと認
識している程度が5割以下の群は，6割以上の群に比べて，有意に抑うつ気分や不安感が高く，健康
感や対人関係自己効力感が低かった。以上より，学校運動部活動指導に携わる教員等指導者の心理
的負担感を見立て，心理的負担感に対処するこころの健康対策が重要だと考えられた。
キーワード：学校運動部活動，運動部活動指導者，心理的負担感，対処，こころの健康
※1　岡山大学大学院教育学研究科
Ⅰ　はじめに
　中学校や高等学校の生徒にとってのスポーツは，スポーツ基本法(平成23年6月24
日　法律第78号)に揚げられているように，体力の向上や人格の形成に影響を及ぼす
重要なものとされている。健康で文化的な生活を営むうえで不可欠なものとされて
いるスポーツが，学校において運動部活動として行われることは，同好のスポーツ
に興味・関心をもつ生徒が集い，活動する場がつくられ，技能や体力の向上のみな
らず，スポーツの楽しさを味わったり，生きる力の育成や人間関係の形成にもつな
がるといった意義をもたらすものと捉えられている(文部科学省，2013)。
　日本中学校体育連盟(2017)によって行われている加盟生徒の実態調査では，2017
年度では全中学男子生徒の71.8％，女子生徒の53.3％，全生徒の62.7％が運動部
活動に加盟していることが報告されている。これは，15年前の全中学男子生徒の
74.9％，女子生徒の62.9％，全生徒の65.1％（日本中学校体育連盟，2002）と比べ
ると減少傾向にあるものの，依然として半数以上の中学校生徒が運動部活動に所属
している。全国11府県の中学校や高等学校で運動部活動をしている生徒8048人を対
象に行われた部活動における目標の設定および達成の仕方と満足度に関する調査で
は，中学生の93.0％，高校生の92.1％が，運動部活動を楽しいと回答しており，運
動部活動における生徒の満足度の高さが伺われる。特に，個人の目標達成に向けて
計画をたて努力できている場合や生徒中心でチーム目標が設定され部員間で共有さ
れている場合に満足度が高かった（深見・岡澤，2016）。中学生や高校生にとっての
学校での運動部活動は，生徒の豊かな学校生活を実現させる役割を果たしている可
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能性が示唆される。
　このような学校での運動部活動の取り組みを支えているのが，主として部活動顧
問の教員である。学校によっては，顧問の教員だけに運営や指導を任せきり，顧問
教員の負担になっている場合等があり(文部科学省，2013)，学校運動部活動指導を
めぐる諸課題が山積している。学校教育の視点からみた部活動の課題として，部活
動にかかわる時間数，顧問教員への技術的支援，ワークライフバランス，部活動手当，
日本の部活動の特殊性等が挙げられている（関，2009）。
　日本を含む34の国や地域が参加し，2013年に実施された学校の学習環境と教
員の勤務環境に焦点をあてたOECDの国際教員指導環境調査TALIS（Teaching and 
Learning International Survey）の結果では，「日本の教員の1週間当たりの勤務
時間は53.9時間と参加国最長で，このうち授業時間は参加国平均と同程度である一
方，課外活動(スポーツ・文化活動)の指導時間が7.7時間と特に長く」（文部科学省，
2013），参加国平均時間の3倍以上であった。また，中学校または高等学校で運動部
活動顧問担当経験のある教員へのインタビュ調査および運動部活動顧問を対象とし
た質問紙調査を併用した混合研究法によって，運動部活動顧問の部活動指導・運営
に関わる時間的・精神的・経済的負担の検討から，運動部活動顧問は，自身の担当
する部活動に直接関係する指導や業務のみならず，部員の生活面や学習面を含めた
指導や多様な運営業務を担っており，それぞれに費やす時間と精神的負担，経済的
負担が見出されている（青柳・石井・柴田・荒井・岡，2017）。
　さらに2017年度の教員勤務実態調査では，平日に部活動を実施している中学校の
運動部活動顧問の割合は80.2％で，10年前と比較して，平日に部活動を実施してい
ない顧問の割合は14％減少し，30分～ 2時間30分未満の活動時間の顧問が増加してい
る。土日に部活動を実施している運動部活動顧問の割合は59.8％で，10年前と比較
して，土日に部活動を実施していない顧問の割合は18％減少し，2時間以上の活動時
間の顧問が増加し，5時間以上は倍増している。また，部活動指導日数とメンタルヘ
ルスの相関は見られなかったものの，必要な技能を備えていないと認識している場
合には，抑うつ・不安が高いことが示されている（八田・小入羽・平井，2017）。
　このような学校での運動部活動指導にかかわる課題に対して，「運動部活動での指
導のガイドライン」（文部科学省，2013）が策定される等，対策が検討されている。
　本研究では，学校運動部活動指導に携わっている教員等の指導者が，学校運動部
活動指導においてどのような負担感を経験し，どのように対処して乗り越えている
のか，またそのような経験が，その人の人間関係のもち方やこころの健康とどのよ
うに関連しているのかについて，質的分析および量的分析によって検討することを
目的とした。
Ⅱ　方法
１　調査方法と対象者
（１）対象
　学校において運動部活動の意義や正しい運営，最新の知識等に基づいた指導を行
う指導者の育成に資するために，全国規模および地方自治体で行われている運動部
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活動指導者の指導者養成研修会に参加した教職員および部活動指導員259人のうち，
回答の得られた96人（37.5％）を対象とした。
　対象者の内訳は，男性81人，女性15人で，平均年齢（幅）は，37.8±9.3歳（22 ～
57歳）であった。全員学校教員歴があり，平均経験年数（幅）は，14.1±9.5年（1
年未満～ 34年）であった。平均部活動指導経験年数（幅）は，13.8±9.5年（1～ 40
年）であった。
（２）調査方法
　調査は，2015年8月から2016年3月にかけて，無記名の自己記入式調査票を用いて
行われた。
　調査実施にあたっては，事前に，各研修会主催者に調査の説明と依頼を行い，研
修会主催者から同意と協力を得た。
　そして，各研修会において，筆者が参加者に向けて調査について説明し，協力を
依頼した。説明にあたっては，調査票に明記されている調査の目的および実施方法，
プライバシーの保護，調査は無記名であること，調査への協力は自由意志に基づく
ものであること，協力しなくても不利益のないこと，結果の公表について，口頭で
の説明を行った。その後，調査票と返送先の記載された切手付封筒を配布した。
　回答した調査票は，配布から3 ヵ月以内に返送先の記載された切手付封筒を利用
してポストに投函するか，研修会開催中に研修会主催者に渡すかのいずれかとした。
提出をもって，同意とみなした。
　本研究は，岡山大学大学院教育学研究科研究倫理委員会の許可（課題番号7）を得
て行われた。
２　調査内容
　調査は，学校での運動部活動指導において，教員等の指導者（以下，指導者）が
どのような困難な状況を経験し，どのように乗り越えているのか，そのような経験
がこころの健康にどのように影響しているのか理解することを目的とした「学校の
先生方の部活動指導と心の健康に関する調査」によって行われた。調査内容は，以
下のように構成された。
（１）プロフィール
　性，年齢，学校教員歴，部活動指導者としての経験年数，現在の指導部活動名，
現在の指導部活動経験年数について尋ねた。
（２）学校運動部活動指導経験に関する調査内容
　これまでの学校運動部活動指導について，以下の経験を振り返ってもらった。④
を除いて，記述での回答を求めた。
　①　こころがけていること
　②　つらかったことや困ったこと，イライラや不快な気分を感じたこと（以下，
心理的負担感）
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　③　②が生じた背景（以下，心理的負担感の背景）
　④　「②について，どの程度乗り越えたと思いますか」と尋ねた。回答は，0「乗
り越えていない」～ 10「乗り越えた」の11段階評定とし，最もあてはまる程度を選
択してもらった。（以下，心理的負担感乗り越え度）
　⑤　②について，どのように乗り越えたのか（以下，心理的負担感の対処）
（３）心理社会的要因に関する調査内容
①　社会性．もめごとが起ったときの対処として，適切な自己主張，共感，ゆずり
あいといったスキルをどの程度行っているかを尋ね，5件法（0=「全くない」～ 4=
「ほとんどいつも」）で回答を求めた（安藤, 2007ab）。1因子で構成されており，先
行研究で構成概念の妥当性や信頼性（α係数0.86 ～ 0.89）が確認されている（安藤, 
2007ab）。本因子を構成している項目の得点を単純加算したものを尺度得点としてい
る。
②　社会性に関する自己効力感．人間関係の様々な問題や葛藤を解決できる自信が
どの程度か尋ね，5件法（0=「自信がない」～ 4=「自信がある」）で回答を求めた（安
藤, 2007a, 2010）。対人関係自己効力感，困難に打ち勝つ自己効力感，自己コントロー
ル自己効力感，問題解決自己効力感の4因子で構成されており，先行研究で構成概念
の妥当性や自己コントロール自己効力感（α係数0.58 ～ 0.64）を除く3因子の信頼
性（α係数0.67 ～ 0.76）はほぼ確認されている（安藤, 2007a, 2010）。それぞれの
因子を構成している項目の得点を単純加算したものを各因子の尺度得点としている。
③　健康感．最近の自分自身の健康をどのように感じているのかを尋ね，4件法（1=「非
常に健康」～ 4=「具合が悪い」）で回答を求めた。分析にあたっては，3=「非常に健
康」～ 0=「具合が悪い」に値を割りあてた。
④　抑うつ気分．この１ヵ月の気分について，ひどく憂うつになることがあるか尋ね，
5件法（0=「全くない」～ 4=「ほとんどいつも」）で回答を求めた。
⑤　不安感．この１ヵ月の気分について，ひどく不安になることがあるか尋ね，5件
法（0=「全くない」～ 4=「ほとんどいつも」）で回答を求めた。
　各尺度の項目数，得点範囲，α係数，平均得点および標準偏差は，表1に示した。
３　分析方法
　心理的負担感と対処等の記述による回答は，内容を熟読し，IBM SPSS Text 
Analytics for Surveys 4.01，KJ法（川喜田, 1967/2006，1970/2002）を援用して
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分析を行い，カテゴリの生成を試みた。質的な分析や解釈が独断的になるのを避け
るために，本研究領域に馴染みのある学校や心理臨床に携わる者と検討を行った。
結果および考察の[　]は上位カテゴリ，〔　〕はカテゴリ，〈　〉はサブカテゴリ，「　」
は具体例を示す。
　心理的負担感への対処として生成されたカテゴリごとに，そのカテゴリに該当し
た指導者における心理的負担感乗り越え度の中央値，最小値，最大値を算出し，心
理的負担感と乗り越え度の関連を探索した。
　また，心理的負担感乗り越え度が6点以上だった指導者を乗り越え度高群，5点以
下だった指導者を乗り越え度低群とした。そして，2群の心理社会的要因にどのよう
な差があるかを検討した。統計的有意水準は，5％とした。
Ⅲ　結果
１　学校運動部活動指導における指導者のこころがけ
　指導者は，集団全体にも，個々の生徒にも，〔技術向上を目指した工夫〕をしたり，
その〔部活動の魅力を伝える〕努力をしたりしていた。
　また，〔挨拶・礼儀や言葉遣いの指導〕，〔努力の大切さを実感できる支援〕，〔最後
までやりぬく力の育成〕等，〔人間形成〕を念頭においていた。そして，〔生徒のこ
ころに寄り添い〕，〔学校生活や将来につながる活動にするためのコミュニケーショ
ン〕を図り，〔学校生活や家庭生活につなげる配慮〕をしていた。
２　学校運動部活動指導での心理的負担感の経験(表2)
　学校運動部活動指導での指導者の心理的負担感として，[対生徒関係]，[対保護者
関係]，[指導者自身]，[ワークライフバランス]，[部活動運営]，[対同僚関係]の6
つの上位カテゴリが生成された。
　[対生徒関係]の記述が最も多く，〈やる気が感じられない練習態度〉，部活動に〈来
なくなる〉，〈自己主張の強さ〉といった生徒の〔態度〕，「基本の大切さをうまく伝
えられなくて，生徒の行動が改善されない」等〈指導の伝わらなさ〉といった生徒
の〔能力と期待のギャップ〕，〈気持ちの伝わらなさ〉といった〔意思疎通〕の図れなさ，
〈部員間のトラブル〉の〔対応〕が見られた。
　[対保護者関係]での心理的負担感としては，指導者の〈指導方法〉について等保
護者からの様々な〔クレーム〕，〔非協力的態度〕，対生徒関係と同様に〈気持ちの伝
表1　学校運動部活動指導者の心理的負担感乗り越え度高低群間の心理社会的要因の比較
心理社会的要因 項目数 得点範囲 α係数 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 t 値
社会性 9 0-36 0.72 24.35 4.56 23.78 4.31 24.77 4.78 -1.03
対人関係自己効力感 6 0-30 0.73 16.28 3.32 15.46 3.20 16.87 3.33 -2.08 *
困難に打ち勝つ自己効力感 3 0-12 0.71 8.28 2.13 8.05 1.91 8.46 2.30 -0.93
自己コントロール自己効力感 3 0-12 0.63 7.65 2.24 7.22 2.08 7.94 2.33 -1.57
問題解決自己効力感 2 0-8 0.52 5.90 1.33 5.85 1.26 5.91 1.39 -0.19
健康感 1 0-3 ― 1.93 0.64 1.75 0.67 2.04 0.58 -2.17 *
抑うつ気分 1 0-4 ― 0.84 0.90 1.07 0.88 0.65 0.87 2.35 *
不安感 1 0-4 ― 0.94 0.98 1.17 0.97 0.74 0.96 2.16 *
注） 各変数は得点が高いほど，その傾向が強いことを意味する。単項目の場合，α係数は計算できない。
　　  独立したサンプルのt 検定による各心理社会的変数の心理的負担感乗り越え度の高低群差，有意差 * p <0.05(両側検定)。
      心理的負担感乗り越え度の未回答者を群分けに含めない分析対象者数（乗り越え度低群41人，乗り越え度高群54人）。
      各心理社会的変数による分析者数は，欠損値のため分析対象者数と同じではない。
乗り越え度低群 乗り越え度高群
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わらなさ〉といった〔意思疎通〕の図れなさ等が見られた。
　[指導者自身]では，「目標を実現させてあげられなかったとき」や「過程が大事な
ことはわかっていても，結果につながらなかったとき」等〈結果がだせない〉等指
導者が自身の〔指導力不足〕を感じたときや「未経験の顧問になり，特に技術指導
でわからないことが多かった」等〔自己有用感のもてなさ〕等が見られた。
　[ワークライフバランス]では，〔家庭等プライベートと部活〕，〔授業・校務分掌と
部活〕の間でのジレンマが，心理的負担感となっていた。
　[部活動運営]では，〔すすめ方〕や〔運営費・整備費〕等について心理的負担感が
見られた。
　[対同僚関係]では，〈同部担当同僚から理解の得られなさ〉等同僚の〔非協力的態度〕
が見られた。
３　学校運動部活動指導での心理的負担感の現状(図1)
　学校運動部活動指導で感じた心理的負担感の乗り越え度は様々で，「乗り越えてい
ない」(0点)と回答した指導者が7人，「乗り越えた」(10点)と回答した指導者が9人，
最も多かった回答は8点で，19人であった。
　心理的負担感乗り越え度が，6点以上だった乗り越え度高群は54人，5点以下だっ
た乗り越え度低群は41人，未回答1人であった。
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表2　学校運動部活動指導での指導者の心理的負担感
上位カテゴリ 数 カテゴリ 数 サブカテゴリ 数
対生徒関係 59 態度 25 やる気が感じられない練習態度 9
来なくなる 5
自己主張の強さ 5
自分本位 3
悪口 2
礼儀・マナーの未熟さ 2
能力と期待のギャップ 19 指導の伝わらなさ 10
技術習得 4
適正 2
運動能力 1
理解力 1
理想と現実 1
意思疎通 10 気もちの伝わらなさ 5
意図の伝わらなさ 3
選手の決め方 2
対応 5 部員間のトラブル 4
練習中の危険行動 1
対保護者関係 42 クレーム 17 指導方法 7
選手起用 4
様々 5
態度 1
非協力的態度 6
意思疎通 9 気もちの伝わらなさ 5
考え方の不一致 4
トラブル 4 対教師 3
保護者間 1
身動きのとれなさ 3
対応 3
指導者自身 20 指導力不足 12 結果が出せない 8
生徒の力を発揮させられない 2
生徒の怪我 2
自己有用感のもてなさ 7 周囲から非難 2
経験に見合わない部活の顧問 2
信頼関係 2
指導方法 1
自分本位の実感 1
ワークライフバランス 18 家庭等プライベートと部活 10
授業・校務分掌と部活 8
部活動運営 10 すすめ方 6 部活動時間 3
部員数不足 2
部活より学業フォロー優先 1
運営費・整備費 4
対同僚関係 9 非協力的態度 8 同部担当同僚から理解の得られなさ 6
管理者からの理解の得られなさ 2
部活動担当決め 1
(N=96,複数回答可)
注)サブカテゴリとカテゴリが重複する場合には，カテゴリとしている。
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４　学校運動部活動指導での心理的負担感への対処
（１）心理的負担感の背景
　経験した心理的負担感において，生徒・保護者・同僚との間でどのようなことが
起きていたか振り返ってみると，〔目標の不一致〕，〔意識の不一致〕，〔考えの不一致〕，
〔期待の不一致〕，〔意思の不一致〕，〔お互いの理解不足〕，〔コミュニケーション不足〕，
〔誤解〕，〔信頼関係が築けていない〕といった点が挙げられた。
（２）心理的負担感への対処(表3)
　学校運動部活動指導での指導者の心理的負担感への対処として，[生徒・保護者に
向けて]，[生徒に向けて]，[保護者に向けて]，[信頼できる関係者を介して]，[指
導者自身に向けて]，[転勤]，[乗り越えていない]の7つの上位カテゴリが生成された。
　[生徒・保護者に向けて]の記述が最も多く，〈話し合う〉ことや〈話をきく〉こと
等を通して〔言語的コミュニケーション〕を図ったり，〔部活動通信〕を配布したり
して指導者の〈考えや思いを伝える〉ことをして，〔信頼関係構築〕を行っていた。
さらに[生徒に向けて]〔練習の工夫〕や生徒の〔自主性の尊重〕，[保護者に向けて]〔開
かれた環境づくり〕を行っていた。
　また，〔同僚・上司・保護者〕といった[信頼できる関係者を介して] ，〈相談〉し
ていた。
 　[指導者自身に向けて]は，〔指導方法の工夫〕，〔考え方を変える〕，〔自己研鑽〕，〔自
己省察〕，〔自己理解〕，〔家庭と部活のバランス〕，〔感情コントロール〕，〔ストレス発散〕
が見られた。
（３）心理的負担感への対処と乗り越え度(表3)
　心理的負担感への対処として生成されたカテゴリごとに，指導者の乗り越え度に
ついて探索した。
　乗り越え度の中央値が7点以上でかつ最小値が5点以上であったカテゴリは，[生徒・
保護者に向けて]，〔信頼関係構築〕し，〔部活動通信〕を発行して指導者の〈考え・
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図1  学校運動部活動指導での指導者の心理的負担感の乗り越え度
― 52 ―
12
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
学校運動部活動指導者の心理的負担感と対処に関する検討
思いを伝える〉ことや生徒・保護者の〈話をきく〉ことであった。さらに，[保護者
に向けて]，〔開かれた環境づくり〕も該当した。[指導者自身に向けて]は，〈経験を
積む〉ことや〈研修会参加〉によって〔自己研鑽〕することであった。
　一方，乗り越え度の中央値が4点以下でかつ最小値が2点以下，最大値が5点以下で
あったカテゴリは，[指導者自身に向けて]〈開き直って受け流す〉や〔感情コントロー
ル〕であった。
５　心理的負担感の乗り越え度と心理社会的要因の関連
　独立したサンプルのt検定による各心理社会的変数の心理的負担感乗り越え度の高
低群差を検討した(表1)。
　心理的負担感乗り越え度低群は，高群に比べて，対人関係自己効力感（t(df=93)=-
2.08，p＝0.041）が低く，健康感（t(df=77.04)=-2.17，p＝0.033）が低く，抑うつ
気分（t(df=93)=2.35，p＝0.021）および不安感（t(df=93)=2.16，p＝0.034）が高かった。
　その他の心理社会的要因は，心理的負担感乗り越え度2群での有意な差は見られな
かった。
表3　学校運動部活動指導での指導者の心理的負担感の対処と乗り越え度
上位カテゴリ 数 カテゴリ 数 サブカテゴリ 数 中央値 最頻値 最小値 最大値
生徒・保護者へ向けて 57 言語的コミュニケーション 48 話し合う 21 7.25 8 4 10
話をきく 8 7.33 6 5 10
考え・思いを丁寧にねばり強く伝える 19 7.46 8 0 10
部活動通信 3 考え・思いを伝える 3 7.33 8 6 8
信頼関係構築 4 9.00 8 8 10
生徒へ向けて 12 練習の工夫 8 課題・目標を明確にした練習 5 7.00 8 4 8
練習内容や時間の変更 3 5.00 3 3 7
自主性の尊重 4 5.67 7 3 7
保護者へ向けて 3 開かれた環境づくり 3 7.33 8 6 8
信頼できる関係者を介して 12 同僚・上司・保護者 11 相談 9 8.00 9 3 10
カバーし合う 2 6.00 2 2 10
愛してくれる人 1 褒めてもらう 1 － 9 9 9
指導者自身へ向けて 38 指導方法の工夫 12 改善の努力 7 5.00 5 3 9
地道に継続 5 8.00 9 2 10
考え方を変える 8 開き直って受け流す 4 3.75 5 0 5
違った視点から考えてみる 4 8.00 8 2 9
自己研鑽 4 経験を積む 2 8.50 8 8 9
研修会参加 2 7.00 6 6 8
自己省察 4 8.00 8 5 9
自己理解 3 4.00 2 2 8
家庭と部活バランス 3 家事に参加 1 － 8 8 8
休日の確保 1 － 8 8 8
事前に綿密な計画 1 － 2 2 2
感情コントロール 2 3.50 2 2 5
ストレス発散 1 － 9 9 9
転勤 1 － 5 5 5
乗り越えていない 7 1.50 0 0 6
(N=96,複数回答可)
注)中央値は，グループ化されたデータから計算した値を示す。最頻値が複数ある場合は，そのうちの最小値を示す。
　　サブカテゴリとカテゴリが重複する場合にはカテゴリ，カテゴリと上位カテゴリが重複する場合には上位カテゴリとしている。
乗り越え度（0-10）
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Ⅳ　考察
１　学校運動部活動指導者の運動部活動への取り組み
　学校で運動部活動を指導していて，都道府県や学校を代表して指導者研修に参加
していた，平均すると30歳代後半の10年以上の学校教員歴および運動部活動指導歴
のある学校教員等の指導者は，部活動が学校生活の充実そして将来につながる活動
になるように，生徒に対して競技の技術向上の工夫にとどまらず，生徒のこころに
寄り添い，礼儀作法から人間形成にわたり，部活動を通じた生徒の多面的な生きる
力の育成を心がけていた。指導者の熱意や熱心さが伺われた。
２　学校運動部活動指導者の部活動指導における心理的負担感
　指導者がこれまでの運動部活動指導で経験したつらかったことや困ったこと，イ
ライラや不快な気分を感じたことは，[対生徒関係]，[対保護者関係]，[対同僚関係] 
といった人間関係をめぐること，[指導者自身]や[ワークライフバランス]といった
より自分自身にかかわること，[部活動運営]のような組織に関することの心理的負
担感であると考えられた。
　この結果は， 2014年に実施された“学校運動部活動指導者の実態に関する調査”
（日本体育協会指導者育成専門委員会，2014）で，学校運動部活動の顧問をしている
中学校および高等学校教員が指導において最も問題・課題であると感じていること
として20％以上の回答者が選択した項目である，“校務が忙しくて思うように指導が
できない”，“自分自身の専門的指導力の不足”にもあてはまる内容であった。また，
中学校運動部活動顧問のストレッサーを検討しストレッサー尺度を作成した研究（古
川・舟橋・横田・間野，2016）から見出された，“部活動の時間的負担”“部員との
意思疎通困難”“保護者の批判的態度”“他の指導者との人間関係の悪さ”“指導時間
の不足”“活動意欲が低い部員”“学校内雰囲気との相違”のストレッサー因子にも
あてはまる内容であった。
　さらに本研究では，指導者自身が〈結果がだせない〉ことや〈生徒の力を発揮さ
せられない〉こと，〔自己有用感のもてなさ〕，生徒の〔能力と期待のギャップ〕といっ
た自分を責め後悔や自責の念にかられ，自分自身に自信をもちづらくなっている心
理的負担感が見られた。これらは，こころの健康の低下にもつながりかねないこと
が示唆されており，見逃せない点だと考えられた。
３　学校運動部活動指導者の部活動指導における心理的負担感への対処方略
　指導者は，経験した心理的負担感のうち，[対生徒関係]，[対保護者関係]，[対
同僚関係] といった人間関係をめぐることについては，互いの部活動をめぐる様々
な〔不一致〕，〔信頼関係の不十分さ〕が関係していると捉えていた。そして，〔対面〕
のみならず〔部活動通信〕も活用し，生徒や保護者に歩み寄り，相手の気持ちや思
いに耳を傾け，そのうえで指導者自身の〈思いや考えを粘り強く伝える〉ような〔コ
ミュニケーション〕を図り続けることで，〔信頼関係を構築〕し，心理的負担感を乗
り越えられる手ごたえを感じていることが推測された。同様に，〈経験を積む〉こと
や〈研修会に参加する〉といった対処方略も，有用と推測された。経験の少ないあ
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るいは未経験の部活動指導を担当することは，運動部活動指導の課題として挙げら
れている点（日本体育協会指導者育成専門委員会，2014）からも，適度な自己研鑽
の機会の提供（文部科学省，2013）は重要だと考えられた。
　一方，指導者が経験した心理的負担感について，「乗り越えていない」（0）と自己
評価していたり，「未だ乗り越えていない」と記述していた指導者の心理的負担感
は様々で，いずれのカテゴリにも見られ，個人的要因が大きい可能性が示唆された。
また，心理的負担感を乗り越えた実感が低い指導者は，高い指導者に比べて，抑う
つ気分や不安感が高く，健康感が低かった。したがって，指導者の心理的負担感の
状態を理解し，緩和されていない可能性がある場合には，個別の支援が必要だと考
えられた。
４　運動部活動指導者の心理的負担感に対する方策と今後の課題
　学校運動部活動指導に携わる教員等指導者は，心理的負担感を抱えていることを
認識し，その見立てを行うことが重要だと考えられた。そして，負担感を緩和した
り対処したりするこころの健康対策をこれまで以上に行っていくことが必要であろ
う。
　心理的負担感を乗り越える対処方略として，生徒や保護者と信頼関係を築くこと
は有効な手立てと考えられ，そのためにコミュニケーション能力を育む心理教育等
の研修を行うことは，学校運動部活動指導者の心理的負担感を予防したり対処した
りする一手段となり得る可能性があるだろう。一方，心理的負担感を抱え続けてい
る指導者が一定の割合で存在する可能性が示されている。心理的負担感の定期的な
見立てとその状態に沿った支援が必要だと考えられた。特に，心理的負担感が強い
と認識している指導者には，個別の支援が大切であろう。
　本研究は，全国規模の調査であるものの協力者は限定的であり，各学校で運動部
活動指導を担当している教員等指導者の心理的負担感や対処については，さらに多
面的な検討が必要だと考えられる。心理社会的要因は，今回取り上げた要因のみで
十分だとは言えない。また，気分状態に関連が見られていたことから，より詳細な
こころの健康に関する検討が必要であろう。今回は，凡その傾向を理解することは
可能であったが，さらなる観察研究を行いより詳細な実態を理解し，事例研究や実
践的研究を行いより適切な支援について検討していく必要があるだろう。
Ⅴ　結語
　学校運動部活動指導に携わっている教員等指導者の部活動指導の心理的負担感と
対処について検討した。その結果，指導者は，対生徒関係，対保護者関係，指導者自身，
ワークライフバランス，部活動運営，対同僚関係の6つの領域で心理的負担を感じて
いた。これらの負担感は，生徒・保護者とコミュニケーションを図ったり信頼関係
を構築したりすること，自己研鑽を積むこと，信頼できる関係者に相談すること等で，
乗り越えた手ごたえを感じることが示唆された。また，心理的負担感を乗り越えた
実感が低い指導者は，高い指導者に比べて，健康感が低く，抑うつ気分や不安感が
高く，対人関係自己効力感が低いことが示された。従って，学校運動部活指導者の
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こころの健康に向けた支援対策が必要だと考えられた。
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A Study on Psychological Distress and the Coping Strategies of Coaches in 
School-based Extracurricular Sports Activities　
Mikayo ANDO *1
The objective of this study is to understand psychological distress impacts 
coaches in school-based extracurricular sports activities, and how they can 
develop coping strategies. Data was collected from ninety-six coaches who 
filled out a self-reported questionnaire. Data was analyzed qualitatively 
and quantitatively. Coaches reported distress arising from student’s 
attitudes, claims from parents, non-collaboration among coaches and the 
other teachers, and lack of good coaching skills of themselves. The coaches 
also reported their coping strategies as communicating with students and 
parents to develop good relationships, self-improvement, talking to reliable 
co-workers about their psychological distress. The coaches who perceived as 
they overcame their psychological distress less than half or half reported 
higher depressive and anxiety feelings, less healthy feelings, and lower 
self-efficacy on interpersonal relationships compared with who perceived as 
they overcame their psychological distress more than half. It may be important 
to assess and develop mental health strategies to prevent and intervene in 
psychological distress of coaches in school-based extracurricular sports 
activities.
Keywords:  school-based extracurricular sports activities, coaches of 
extracurricular sports activities, psychological distress, coping, mental 
health
*1  Graduate School of Education, Okayama University 
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